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概要 

Abstract 

異なる幹細胞ニッチが、そこに存在する幹細胞の再生能力に違い

を形成し、さらに免疫細胞からの攻撃を回避する能力（免疫寛容）を

制御しているのかどうかについては不明でした。 

我々は、造血幹細胞の中で最も再生能力の高い幹細胞は一酸化窒

素（NO）高発現することを発見しました。このNO高発現造血幹細胞

（NOhiHSC）は、定常状態では休眠を維持し、移植時には高い再性

能を示し、免疫制御分子CD200高発現血管に囲まれていました。

CD200は血流シアストレスによる一次繊毛刺激を介して血管内皮

に誘導されていました。このCD200高発現血管に隣接する

NOhiHSCではCD200レセプターを介したNO産生からオートファ

ジーが亢進し、HSCのstemness維持と免疫制御分子が増強され

ることを発見しました。 

流体力学刺激による幹細胞制御の発見から、現在進める新たな治

療装置の開発ついて紹介します。 
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